
参考資料１

分野（部会にな
りそうなもの）

審議課題に
なりそうなも
の（例）

出された意見 関連した取組事例 ステップ1．追加したい意見
ステップ2．審議課題になりそうなも
の

障がい者福祉 障がい者の地
域での見守り
について

・障害者の地域移行、地域包括支援センター
のための地域医療と福祉の連携～地域医療の
現状～

・多摩区地域自立支援協議会の取組
隔月で障害福祉に関する課題等についてテー
マを設定し、情報交換や交流を行うととも
に、より具体的な課題解決のために委員会を
設置し活動している。

・障がい者施設をもっと知ってもら
い、利用してもらう取組が必要であ
る。
・誰でも障がいに関係なく活発に活動
できるしくみ

・障害のある人たちの子育て、普通の人とと
もに子育てできるような取組が大切だと思
う。

その他福祉 生活保護受給
者の自立支援

・私達の地元では、生活保護者が多い様に思
われます。昼間からパチンコ・飲酒をしてい
る人をよくみかけます。もっと生活保護者の
規定を厳しくしてほしいと思います。

・貧困の子どもの見守りも必要だと思
う。

高齢化社会に
向けて

多摩区の高齢
化社会へ向け
ての課題整理
と取組につい
て

・福祉については、主に高齢者福祉の問題に
ついて山・坂の多い地域でどのような対策が
あるのか検討したい。

・地域包括ケアシステムにおける「地域ケア
会議」の課題として交通障害について課題と
して、市に提起

・「一般人口統計2013年版」によると
2010年（平成22年）の日本の高齢化率は
23.02%と主要国のなかでも、ダントツの状
況である。

・見守るべき高齢者がわかるようにな
ると良い。
・高齢者の見守りについては、団体と
連携するべき。

高齢者の見守りの仕組みづくり

・また、テレビなどの報道にあるとおり、高
齢者の孤独死、認知症・徘徊、万引き、自動
車事故等が連日報道される状況となっていま
す。

・これには、様々な要因がありますが、高齢
化がこのまま進行し高齢者問題がさらに増え
続けるならば、若い世代への負担が厳しいも
のとなることは確実です。

・この問題に対してすぐ思いつくのは、医療
や介護というテーマとなりますが、ひとつの
キーワードとして、高齢者が自立していける
「生涯現役」ではないでしょうか。このテー
マのもとに高齢者問題への提言をまとめてい
きたいと思います。

これまでの意見整理と分野の再整理

分野の再整理

第2回区民会議ミーティングで出された意見

・自立支援協議会があまり機能してい
ないと思える。
・市内に障がい者施設が多いが、あま
り利用されていない。施設について知
らないのか、利用しないのか
・障がい者、高齢者か、施設が知られ
ていない。
・障がい者について、もっと知る必要
がある
・地域で障がい者、高齢者を見守って
いく方法（地域の連携）
・見守りについて　個人情報、プライ
バシーがあるので難しいのではない
か。

地域課題アンケート等で出された意見

①障がい者、子ど
も、高齢者の地域で
の見守り

・高齢者の見守りの
仕組みづくり

・障がい者について
もっと知る

・障がい者施設を
もっと知ってもら
い、利用してもらう

・誰でも障がいに関
係なく活発に活動で
きるしくみ

・貧困の子どもの見
守り

・「ひとり暮らし等高齢者実態調査」によ
り、日頃の見守り活動が必要な高齢者の訪問
活動を、民生委員により実施している。
・「災害時要援護者避難支援制度」の登録を
とおして、平常時を含めた支援について自治
会等で協議を進めてもらっている。
・「チーム・たま」の自主組織は、在宅療養
の推進のため、医療と介護の連携について協
議・研修・普及活動を展開している。
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高齢化社会に
向けて

高齢者が外に
出られる機会
づくり、情報
提供について

○高齢者のコミュニケーションについて
高齢者、とくに男性にその傾向があるが、毎
日単調な生活を家の中で過ごしており、他人
との接触は少なく、時の流れを意識しにく
い。また生活の場に変化がないため環境の変
化を嫌う。結果として意識や注意力の低下が
起こり、ぼんやりとした狭い世界感の中で暮
らすためコミュニケーションがとりにくい。
自発性を持った行動を起こさせ、意識や注意
力が発揮できるような場、賑やかで楽しいと
感じるお祭りや趣味などの集まりに参加でき
るような工夫が必要と思われる。イベントカ
レンダーの利用法について、更なる工夫が必
要であろう。

・「コミュニティカフェ」を開催し、気軽に
外出して地域の人達が交流すことを目的とし
ている。また、認知症予防や家族介護者の負
担軽減につなげる場として活動内容を広げて
いるものもある。

・老人クラブは、高齢者を外に出す良
いきっかけだと思うが、加入する人が
少ない。老人クラブをもっと活かすべ
きだと思う。
・公園でやっている高齢者の体操はあ
まり魅力的ではないと思う。高齢者の
運動をもっと魅力的にすれば、もっと
外へ出てくると思う。

既存の取組を周知したり、見直して、
高齢者が外に出たくなる機会をつく
る。

・長尾台コミュニティバスの運行（H26秋
～）

・コミュニティバスの導入について
は、過去の区民会議で何度か検討され
ているが、実現されるのかどうかはっ
きりしてほしい。

・外に出やすいために歩きにくいと思
う舗装、交通など（ハード面）

・区内の高齢者にとって危険な個所を
チェックする。

地域における
高齢者の支援
体制について

・少し矛盾するが、閉じこもり気味で一人暮
らしを好む人に、人とのコミュニケーション
を無理に求める必要はないと思われる。人の
生き方はそれぞれ自由であり、他人に迷惑を
かけない限りそれは認めるべきでしょう。時
代の変化があまりに急速なため、日本人特有
の人への思いやり、親和性、協調性は今、薄
れているのが実情です。しかし山坂の多い多
摩地区での独居高齢者には、それぞれの地区
での生活支援体制を作ることを、本会の検討
課題にしたい。

・「コミュニティカフェ」を開催し、気軽に
外出して地域の人達が交流すことを目的とし
ている。また、認知症予防や家族介護者の負
担軽減につなげる場として活動内容を広げて
いるものもある。

・人は皆、在宅で人生を全うしたいと思って
います。多摩区には在宅医療に取り組んでい
る複数の医師がいます。高齢の障害者には医
療と同時に看護、介護などの福祉サービスが
必要です。それらを連携させた医療、介護
サービスを提供するシステムを作っている最
中ですが、すでにこのサービスを受けている
患者さんがいます。皆さんの中でそのような
方がおられましたら、ご自分の主治医、多摩
区医師会、多摩区保健所、福祉関連事業者な
どに連絡してください。私でも結構です。

・「チーム・たま」の自主組織は、在宅療養
の推進のため、医療と介護の連携について協
議・研修・普及活動を展開している。

②高齢者の生きがい
づくり・場づくり・
外に出る機会づくり

・高齢者が外に出た
くなる機会づくり

・元気な高齢者によ
る子育て支援の仕組
みづくり

・高齢者が安全に外
に出られる環境づく
り

高齢者の生き
がいづくり・
場づくり・仕
掛けづくりに
ついて

・公共施設を含む不特定多数が訪れる施設へ
の交通アクセス～現状の調査からの提言

・高齢者の地域参画への支援。超高齢社会へ
進展の中で健康長寿・健康長寿社会構築へ向
けての高齢者の生きがいづくり・場づくり・
仕掛けづくり。

・生きがいの場って本当に足りないの
か把握したい。

誰でも安心で
きて移動でき
る手段につい
て
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高齢化社会に
向けて

地域における
高齢者の支援
体制について

自宅で病気、障害を治す努力をすると、自力
で治そうとする力が湧いてきます。例え家族
に迷惑をかけるかもしれませんが、施設に入
所するよりはるかにましです。介護施設に入
所して生活のすべてに介護を受ければ、廃用
症候群が進み、社会復帰は不可能になりま
す。

・身体のどこかに不自由なところが
あっても、自立して生きていこうと思
う高齢者は、元気高齢者である。元気
高齢者の定義を見直したい。

○認知症について
最近物忘れが激しい、このまま進むと認知症
になるのではないかと心配する高齢者が増え
ています。忘れる、思い出せないは記憶障害
ですが、それは認知症の一部です。人間の脳
は数千億個の神経細胞と、細胞から出ている
神経線維が絡み合うネットワークを構成して
います。そのネットワークの中に貯蔵されて
いる記憶を想起し、検索する必要がありま
す。その働きをするのが作業記憶と云われる
もので、脳の前頭葉に中枢が存在していま
す。高齢になるとその作業記憶の働きが鈍っ
てきます。だから簡単に思い出せないので
す。大切な記憶はあなたの脳内に確りと残っ
ています。また軽度の脳萎縮や脳梗塞ぐらい
では脳内のネットワークは十分に働いていま
す。

・認知症の相談窓口があると良いと思
う。

・高齢者や高齢者がいる家庭の相談窓
口づくり。

認知症で問題になるのは、徘徊、失踪などの
問題行動でしょう。これは前述の意識の暗
さ、もうろう状態、注意力の低下などが原因
で自分のことが分からなくなった状態で起こ
ると云われています。多摩区だけの問題では
ありませんが、最も苦労されている家族のた
めに、その対応に関して医師や介護者などの
専門科による相談窓口を多摩区に作ることが
必要と思われます。

元気な高齢者
を増やす取組
について

・高齢者になるのは仕方ないですが、老人に
なってはいけません。老けてはいけないので
す。偉そうに云わせていただければ、これは
医療者としての私の哲学です。
長寿遺伝子を研究している多くの学識者が
語っています。一般には人間の寿命は、人ら
しく生きられれば120歳というのが相場で
す。フランスの女性で124まで生きた人がい
ます。今、日本では100歳長寿は珍しくあり
ません。問題は自分のことは自分で出来る、
人の世話にならない所謂元気高齢者で長寿に
なることです。現在、日本人の平均寿命はお
およそですが、男性80歳、女性88歳と云わ
れていますが、前述の元気高齢者になると両
者とも７歳引いた年齢です。我々はまずは
100歳まで生きるぞというくらいの気持ちが
必要です。遺伝子はその人が長生き出来るよ
うに変化すると云われています。専門用語で
エピジェネティクスと呼ばれています。

②高齢者の生きがい
づくり・場づくり・
外に出る機会づくり

・高齢者が外に出た
くなる機会づくり

・元気な高齢者によ
る子育て支援の仕組
みづくり

・高齢者が安全に外
に出られる環境づく
り
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高齢化社会に
向けて

元気な高齢者
を増やす取組
について

・私の老人にならない心構えの一つに、歳相
応に生きるという考え方を止めることです。
それは自分の精神身体力を自分で勝手に決め
て、内に秘めている未知なる力を引き出すこ
とが出来なくなるからです。

具体的には食事、水、運動、ストレスを避け
ること、趣味など積極的な人生を送るなど一
般的に云われていることについては詳細を省
きます。中でも多摩区で特徴的なことは、各
地区で健康体操が盛んに行われています。運
動することは老けないための必須条件です。
またあまり知られていませんが、川崎の水の
質の良さも健康に欠かせません。多摩区には
浄水場がありますが、高齢者は慢性的な軽度
脱水状態にあることはあまり知られていませ
ん。しかし私は健康に関する講演で、元気高
齢者の方が健康のため毎日１リットルの水を
飲んでいるという話をよく聞きます。感心さ
せられます。

若い世代の定
住促進

地域での子育
て環境づくり

・元気な高齢者に子育て支援に関わっ
てもらったらどうか。高齢者の生きが
いにもつながる。

・元気な高齢者による子育て支援の仕
組みづくり

■子育て何でも相談センターの設置

・少子対策の重要性は改めて説明することは
不要、今求められているのは子育て世代が何
を困っているのかを知ること、それに対し具
体的に何ができるのかである。

・行政には「保健福祉センター児童家庭相談
サポート担当」等、相談窓口は存在するが、
行政として対応できる範囲に限られているで
あろうし、また敷居が高く感じる方もいるの
では。

・そこで「子育て何でも相談センター」のよ
うな相談窓口を設置し、その運営、相談員は
NPO法人に委託する。そこは子育て支援につ
いての官民全ての情報を把握しアドバイスす
る、不足しているサービスを生み出すことも
企画する。

子育てに関する事でも親子関係のコミュニ
ケーションが難しくなっています。コミュニ
ケーションについて考えていきたいと思いま
す。

・子育て支援・育児や教育など若者が結婚し
子供を産み育て定住志向を育む環境づくり・
まちづくり。

・公園を拠点としたコミュニティづくり推進
事業（多摩区公園BOOK作成など）
・子どもの外遊び事業

・範囲が広くなるが、子育て中の人、園児小
学生等々に絞り問題点をあげ解決してゆきた
い。

②高齢者の生きがい
づくり・場づくり・
外に出る機会づくり

・高齢者が外に出た
くなる機会づくり

・元気な高齢者によ
る子育て支援の仕組
みづくり

・高齢者が安全に外
に出られる環境づく
り

③子育て支援

・区内の子育てに関
する取組を整理し
て、子育て世代が
もっと活用できるよ
うな仕組みをつくる

・多摩区の子育てに
関する問題点を整理
し解決策を検討す
る。

・区内でさまざまな団体が子育て相談
をやっていると思う。

・区内の子育てに関する取組を整理し
て、区民がもっと活用できるような仕
組みをつくる
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地域の活性化 ・生田緑地を中心にして多摩区観光の拠点と
して周辺地域を集客により街中に活力をもた
せる安心安全な街づくりの組織づくりをす
る。

・多摩区の区民が区の魅力を再発見
⇒次世代につなげる（多様な資源があ
る）

・介護不要の健康な高齢者の区にしたい。多
摩区の将来像は、自然と観光、大学のまちが
イメージとして相応しい。市北部の中心は、
新百合ヶ丘になりつつあると思う。

・多摩区には、観光スポット生田緑地があり
ますが、いつでも行けるということで、地元
の人々があまり利用していない。一つの例で
すが、日本民家園が、古民家が25棟もある
のは日本一である事を知っている人は少ない
と思います。もっと生田緑地に足を運んで生
田緑地の素晴らしさを内外に伝えてほしい。

子どもの遊び
場づくり
⇒地域での子
育て環境づく
り

・多摩区の商業・業務の中心地区として快適
な市街地を形成することを目的として40年
前に事業計画、27年前に事業決定している
登戸土地区画整理じぎょうもまだ50％しか
進んでおらず、道路を造るだけでは街になら
ず当初の目的通りに進んでいない現状です。
公園も最後になり、区画整理地区内には1つ
の公園もありません。近くの保育所でも遠く
まで外遊びに行かなくてはなりません。事業
用地で遊んでいれば「ここは遊び場ではあり
ません」の看板が立ち、まだ30～50年かか
る区画整理で区民から見ても地域の活性、子
育て支援、多摩区の顔になる街にはほど遠い
ように思います。

・登戸区画整理事業と連携させた生田
緑地のあり方活用 その価値をどのよ
うに活かすか

・多摩区には85年前から唄い継がれている
多摩川音頭という北原白秋さん作詞の歌があ
ります。

・土地の名産品や名所・旧跡が盛り込まれて
村の暮らしぶりや風情が伝わってくる唄で
す。

・今は唄える人、踊る人の数も激減していま
すが、大切に残していきたい伝統芸能だと思
います。この多摩川音頭だけではなく数ある
多摩区の文化財・文化資源・伝統芸能の保
存・継承についてを課題として提案させてい
ただきます。

・区ガイドマップ、観光ガイドブックの作
成・発行、地域イベントへの参加や広報支
援、観光ボランティアガイドツアー（区観光
協会）
・藤子･F･不二雄ミュージアム周遊マップの
作成・発行、大学生による地域の魅力発信
（区役所）
・生田緑地★星空コンサートの開催（区役
所）

・「多摩川音頭を伝え継ぐ」の発行（区観光
協会、稲田郷土史会）

・区ガイドマップ、観光ガイドブックの作
成・発行（区観光協会）

④区の魅力の再発見
と活用

・生田緑地(古民
家）、地域の伝統文
化等の地域の魅力の
再発掘

・地域の活性化につ
ながる仕掛けづくり

地域資源を活
用した地域の
活性化の方法
について

・生田緑地、古民家は素晴らしい観光
資源、その価値を顕著化
→旅行会社とタイアップ、外国人の集
客を
・資源をどうやって活かすか、その方
法は何か（ナイトバザール等のイベン
ト）
・地元がうるおう仕掛けが必要

・伝統芸能は地域に内在する資源だ
が、継承者の高齢化等により失われつ
つある
・日本民謡100選の一つが多摩川音
頭。歌詞が地域性を示している
→イベントカレンダーにのせるもので
はないか

多摩区の歴
史・文化の継
承の方法につ
いて
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地域の連携、
市民活動団体
等のネット
ワーク

・地域交流や地域振興の支援。多摩区の魅力
発掘、失われた価値の再生・再評価、活動団
体のネットワーク化等を通じての新しい縁社
会の構築。

・多摩区内３大学が地域社会に対して、どの
ような形で関わり、様々な分野において多摩
区の活性化、発展に寄与できるかを考え、文
教都市としてふさわしい地域社会づくりにつ
いて検討していく。

地域のつなが
りに関わる取
組について

・商店、商業者から感じることは会話する人
が減り、一言も話さない人がどんどん増えて
いる。流通・行政関係からはクレーマーが増
え対応は膨大な労力を使う。どこへ向おうと
しているのでしょう。多摩区から発信「思い
やりの心」

・イベントカレンダーの作成 ・町会それぞれに特色があり、特色に
応じた取組が必要
・地元の人の顔がみえるつながりづく
りが必要
・顔の見えるつながりづくり（きず
な）⇒そのためのネットワークづくり

・町会、自治会におけるコミュニティ
づくりが一番重要
・町会のあり方、昔ながらの活動（高
齢者中心）⇒多様な世代をまきこんだ
イベント
・町会の魅力づくり(お祭り等)が重要

地域のつなが
りに関わる取
組について

・少子高齢化が身近な問題として行政も企業
も市民も、地域での取り組みがいろいろとな
されていますが、個々の参加や活動は活発に
行われているようですが、普段元気で暮らし
ている青年層や中高年層・新住民の方にも、
地域での状況やご近所のお互い様のお付き合
いが広がっているのかが、見えません。普段
の生活でも顔の見える関係づくりがこれから
は大切と考えます。もっと「見える化」と
「つながり」を多摩区の状況にあった方法で
身近に広げる方法を検討したいです。

・小さなコミュニティの融合が必要
・市、県内で町会加入率が一番低い
・マンション、戸建て住宅の建築が既
存のコミュニティをむしばむ

・町会、商店会　入ると楽しい、いか
に入会させるか！
・人不足が課題（活動できない）⇒他
の町会との連携が必要
・商店主、お客、地元のコミュニケー
ションのイベント（つながりづくり）
・「まちゼミ」の取り組みの拡大・普
及

・コミュニティにこだわらず福祉の面からも
見た、リンクできるような、地域にあった身
近な「見える化」と「つながり」について検
討したいです。

・地域内で活躍する各種団体と市民、行政と
を結びつける方法を研究し活躍をする団体、
支援を受ける人、行政の連絡窓口づくり

・まちづくり活動発表会「まちカツ!」、まち
づくり活動団体交流会「たま★まちカフェ」
の開催（区まちづくり協議会）

■市民から情報・意見をもらう、「市民の
目」サイト構築

・Twitter、Facebook等のSNSで市民が自
由に投稿できる仕組みをもっている自治体が
あると聞いています。今やスマホ、デジカメ
/PCは大半の方が持っている時代ですから、
これらを使って市民からの情報、意見を画像
で受け取ることは可能である。

・受け取る情報、意見は自由で制限しない
が、市民の意見、災害時の状況通知が想定さ
れる。

⑤地域コミュニティ
の活性化

・町内会・商店会・
３大学、市民活動団
体等の連携とネット
ワーク

・顔の見えるつなが
りづくり

・連携・ネットワー
ク・つながりのため
の仕掛けづくり

地域コミュニ
ティ

・「ネットワーク」を考える際には、
何でネットワークをつくるか（どのよ
うな仕組で繋げるか）が重要

市民と行政の
協働の仕組み
づくり

・登戸駅前コンサートの実施
・まちづくり活動発表会「まちカツ!」、まち
づくり活動団体交流会「たま★まちカフェ」
の開催（区まちづくり協議会）
・観光ガイドブックの作成・発行、地域イベ
ントへの参加や広報支援、観光ボランティア
ガイドツアー（区観光協会）
・区民活動支援コーナーの充実

・大学・地域連携事業（多摩区・３大学連携
協議会）
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地域防災 ・広島の豪雨での土砂災害をはじめ大雨とそ
れに伴う被害が全国で相次いでいます。

・被害の拡大に胸を痛め危機意識も高まって
いる今、改めて地域の災害対策について考
え、見直し、知識を深めることが必要と思い
ます。

・私は商店会の役員として今春地元の町会の
防災訓練に参加しましたが、商売を４０年以
上やっていて初めてでした。これからは商店
会も町会と一体で防災訓練を行い、災害に備
えたいと思いました。

・多摩区版「備える。かわさき」の作成（予
定）

・気候変動による災害への備えも急務なこと
が明らかになっていますが、各町内会でのそ
れぞれでできている事や現会員で出来ている
事、高齢化や会員の減少・不足でできないで
困っている事が見えてきていると思えるの
で、区としてできる対策、必要とされる対策
は何かを明らかにして、具体的な政策提案に
つなげたい。

※町会連合会代表者とも再度意見交換会を持
つことや区が把握している現状をまず明らか
にして、区民会議での取り組みを具体化した
い。

・地域防災では、前期ではまだ完全な対策で
なかった。今後継続して審議したいと思う。

地域防災について自主防災組織はあります
が、地域のお住まいの方はどのぐらいご存じ
なのでしょうか。これからも関わっていきた
い思います。

■震災発生時の共助（救援）について

・共助について、第４期区民会議でも検討課
題となりましたが、地域の高齢化によりいざ
という時（発災時）に頼りとなる救助する人
員の不足を補う目的で学生達に焦点があたり
ました。この点についてより具体的な提案と
するべく検討をすすめて参りたいと思いま
す。

・中学生、高校生、大学生との連携（予定）

・2013年５月に横浜市は、「横浜市災害時
自助・共助推進条例」を成立させましたが、
その目的は、「この条例は、災害時における
市民及び事業者の自助及び共助の理念並びに
それぞれの役割を明らかにすることにより、
市民及び事業者の自発的な防災に関する活動
の促進を図り、もって災害を軽減する減災社
会の実現に寄与することを目的とする」とあ
り、条例によってそれぞれの立場の人たち
が、積極的に防災の推進を行い易くしてい
る。

・第５期区民会議としても、より災害を軽減
する減災社会の実現を可能とするべく、さら
なる検討をすすめて参りたいと思います。

⑥地域の安心・安全
を支えるコミュニ
ティづくり

・地域コミュニティ
（町会、商店会、３
大学等）の活性化に
よる安心・安全を支
える仕組みづくり
※前期の取組の継
続・拡充

・地域の安心・安全を支えるコミュニ
ティづくり
・防災について３大学との連携による
防災対策（前期の取組の継続）

地域での防災
対策の取組、
自助・共助の
あり方につい
て

・コミュニティがしっかりしていれ
ば、安心安全につながる（活発なコ
ミュニティは地域の前提条件）
・防災について３大学との連携が積み
残されている（３期でもやった。そな
えろ川崎　マグネットシール）
・学生を町会にどのように取り込むか
ではないか
・通常のボランティアと変わらないの
では？
・区外からの学生が多く、区内居住者
は３割程度。学生の安全確保が優先さ
れる。その上での地域貢献
・学生は、結局は地域の１住民であ
り、地域コミュニティのあり方の問題
・早稲田でやっているような町会活動
への参加を単位として評価
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地域防災

・高齢者の1人住まいが増えている。災害時
に1人搬送するのに大人4人が必要である。
災害時における高齢者対応が課題である。

災害について
の情報収集の
方法について

・平常時の整備は区でもいろいろ予定されて
いますが、近年の異常気象や災害を想定した
状況下も合せて確認する必要があると思いま
す。

・身近な防災マップの作成（予定）

例：昨年の大雨で枡形中学校の生徒の多く
が、冠水した通学路を裸足になりズボンをま
くり上げて登校した、ということもありま
す。中学校は避難場所にもなるところです
し、他の小中学校の通学路ではどうだったの
でしょうか。“あそこはそうなのよね！”だ
けでいいのでしょうか？

景観まちづく
り

区内を花や緑
で飾る

■花壇・植栽の整備・管理を市民に委託
・その町の顔はやはり駅前・その近辺がその
街の印象、景観を決めるであろう。多摩区で
あれば登戸/向ヶ丘遊園駅が街の顔であろう
が、向ヶ丘遊園駅南口近辺の風景は褒められ
たものではない。（登戸駅・遊園北側は区画
整理中でやむを得ないが、それにしてもひど
い景観である）
・取り敢えずの試みとして、向ヶ丘遊園駅南
口から稲生橋までの間の花壇・植栽の整備・
管理を市民にボランティアとしてお願いす
る。TVのニュースでみたことがあります
が、確か品川区では公共の場所の管理を一定
の費用を出して市民に委託している例があり
ます。

・案内看板の設置、沿道の緑化、花壇の整備 ・花壇の管理をする地域人材をどう育
成していくか
・花や緑は「維持」が難しい　担い手
の確保
・地域住民の意識改革
・遊園南口　学生による利用対応
・近隣住民の好意に頼っている現状
・何らかグループ化、行政の補助
・コミュニティの醸成にもつながる
・町内会に種を配布する制度あり（地
域振興課）
・まちづくり協議会で小田原視察した
が、継続することの難しさがわかっ
た。

花壇の管理・運営のための担いづくり
の検討

・商店会をまとめることの難しさ
・景観もそれぞれのマナーの問題だと
思う。
・生田緑地が孤立している　観光のま
ちとして未熟
・文化施設と商業施設との位置付けの
バランス
・ボランティア活動の拡大が必要
・景観と地域活性化は密接につながっ
ている
・新百合ヶ丘との差別化するために多
摩区としてアイデンティティを確立す
る必要がある。
・多摩区としてのストーリー性が見え
ない。

・住民、商店街、地元企業、行政が協
働で地域の活性化を考える必要があ
る。
・多摩区の将来のまちづくりのイメー
ジを考えて、多摩区全体で共有する必
要がある。

⑥地域の安心・安全
を支えるコミュニ
ティづくり

・地域コミュニティ
（町会、商店会、３
大学等）の活性化に
よる安心・安全を支
える仕組みづくり
※前期の取組の継
続・拡充

⑦景観・まちの活性
化

・花壇の管理・運営
のための担いづくり

・住民、商店街、地
元企業、行政が協働
で地域の活性化を考
える

・多摩区の将来のま
ちづくりのイメージ
を考えて、多摩区全
体で共有す

・障害当事者を交えた宿泊を含む避難所訓練
～障害の理解、啓発と避難所の実地訓練～

高齢者・障が
い者の安全な
避難について

・多摩区地域自立支援協議会の取組
隔月で障害福祉に関する課題等についてテー
マを設定し、情報交換や交流を行うととも
に、より具体的な課題解決のために委員会を
設置し活動している。
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マナー・モラ
ルの向上

ゴミのポイ捨
て禁止の推進

・路上へのゴミのポイ捨てが気になります。
自販機周辺やコンビニから少し離れた路上に
捨てられたゴミを見ることがあります。考え
て欲しいです。

・掃除を徹底したりすることで、ポイ
捨てなどを防いでいる事例がある
・子育て中のお母さんにも自転車マ
ナーの周知が必要（こどもを守るため
にも）
・マナー、福祉の問題は教育の問題
・重要なテーマだが、区民会議のテー
マとしては取り上げにくい
・購入して帰宅途中で捨てている

・路上へのゴミのポイ捨てマナー・モ
ラルの向上への取組

自転車のマ
ナー・モラル
の向上

・多摩区を交通事故の少ない（市で一番の）
町にしたい。マナーの悪さ、法規無視、自転
車事故を減らしたい。

・多摩区内の自転車販売店への放置自転車禁
止のパンフレットの配布
・駅等でのパンフレットの配布【町会】

・自転車、バイク事故の減少に向けた取組
や、ルールを守ってもらうための取組を行い
たい。多摩区を自転車事故がない区にした
い。

⑧まちなかのマ
ナー・モラル向上

・路上へのゴミのポ
イ捨てマナー・モラ
ルの向上

・交通マナーの向上

交通マナーの向上・第３期の取組を受けてスケアードス
トレート方式の導入（危機管理担当）
・法令で取締るべき
・法システム上、自転車取締まりの難
しさ
・自動車、自転車、互いの目線で見る
ことが重要
・自転車＝車両という認識のなさ
・親をターゲットにすることを指向→
子供を対象に実施
・交通事故減はスケールの大きい問題
・自動車側から見た自転車のマナーの
悪さ
・一時停止無視など、自動車側のマ
ナーにも問題あり
・学校教育だけではカバーできない問
題
・交通法規をどうPR、周知していく
か
・車いす（身障者）も含めたテーマ設
定
・バリアフリー（ハード整備）も含め
て考えては
・行政としても積極的な周知が必要、
やり方の難しさはある
・自転車関連法規の改正について認知
度が低い
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自然の保全 失われていく
緑を守る方法
について

・自然保護については、多摩区だけの問題で
は無いが、住宅開発等で自然に失われていく
自然保全をどう守ればよいのか検討を加える
べきと考える。

新エネルギー 官産民の協働
で取組む環境
負荷の少ない
再生可能エネ

・さつま芋による再生可能エネルギー発電を
官産民の協働で取り組むことを提案します。

・多摩区エコロジーライフ事業の実施（エコ
フェスタ、緑のカーテン）

・昨年末、市長に提案させて頂き、市役所環
境局地球環境推進室岩上淳課長、伊藤孝夫係
長と面談の結果、地域課題として、活動環境
がある多摩区で取り組むようにご指導を頂
き、車座集会でも提案させて頂き、この度、
区民会議委員として提案の機会を頂きまし
た。

・区民会議、過去４期の協働テーマは、多摩
区民の暮らしやすい地域社会をつくるための
議題解決に取り組まれておりました。

・この度の提案は、多摩区民のみではなく、
日本の農業を活性化することが目的で、農村
地域が抱える種々の問題とも関わります。

・休耕地、遊休地、耕作放棄地、減反政策解
除地等を利活用し、農山村の衰退に歯止めを
かけ、農業に収入的な魅力をつくり、後継者
不足を解消、雇用を創出し、老齢化による市
町村の削減を防止、税収による地域の活性
化、農業の都市計画として農業経営者を育て
ることです。

・再生可能エネルギーの事業化には、未来を
見据えた持続可能で経済的なエネルギー社会
の実現が課題であり、全国的に共有できる仕
掛けが必要です。

・さつま芋発電は仕組みが出来上がれば、栽
培がローテクですから、子孫の代までも未来
永劫生産可能で全国どこででも育ちます。

・さつま芋によるビジネスモデルを構築し、
川崎市多摩区から全国の自治体に発信され、
電力の地産地消、地域再生の産業として被災
地の復興にも役立ってほしいと願います。

・現在、化石燃料の輸入額20兆円を国内に
還元し、二酸化炭素の排出量が抑制されま
す。

⑨環境

・区内に残る緑を守
るための方法を検討
する。

・新エネルギーの活
用

・区民会議として取組む場合にはレベ
ル感を考える必要がある
・少子高齢化など、次世代にエネル
ギー負荷をかけないようにしたい
・多摩区の土質は根菜に不向き
・市の取組とも連携した多摩区として
の取組の必要性


